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to the Construction of the Femininity Theory

井 上 果 子

昨今「女性性」は、精神分析学に留まらず、社

会学や女性学など多領域の専門家によって、議論

が重ねられている。「女性性」は、精神分析学の初

期から扱われ、当時の女性精神分析家による議論

や著作は、現在に至っても多領域で議論されてい

る。つまり、精神分析理論において女性性に関す

る理論が発展してきた歴史の全貌をつかむこと

は、女性を理解する上で必要不可欠といっても過

言ではない。

本稿では、精神分析の黎明期で活躍した女性精

神分析家を紹介し、フロイトの時代を中心に現在

に至るまでの女性精神分析家が著した「女性性」

に関する影響力のある学術論文を概観する。さら

に、女性性の見解および女性精神分析家の立ち位

置が、それぞれの時代精神の影響を受けているこ

とを明らかにしていく。

女性性に関する学術的な発表や運動には、歴史

的に大きく四つの波がある(Wyre, 2009)。筆者

は、この四つの波には時系列的な区分に加え、地

理的な特徴が伴っていると考え、各波を以下の区

分名とする。

第一の波は、ニュージーランド及びヨーロッパ

を中心に広がった「黎明期」

第二の波は、ヨーロッパ及び北米を中心に活動

が広がった「論争期」

第三の波は、ラテン系言語圏の諸国を中心に世

界中に広がって多様化した「共有期」

第四の波は、弱者やマイノリティが沈黙を破り

権利の平等や差異の受容を主張した「発言期」

�．第一の波：黎明期

第一の波は、歴史的には19世紀末から始まる。

世界ではじめて1893年にニュージーランドで女

性選挙権が認められ、この女性選挙権の獲得が他

の国々にも影響を及ぼし始めた時代である。精神

分析学では、フロイトが生きていた時代である。

フロイトは1901年の終わり頃から、毎週水曜日

に精神分析学に関心を抱く仲間を誘い「水曜会

(Wednesday Evening Psychological Meeting)」

という私的な勉強会を開始した。創設時に誘われ

た�名の男性には、フロイトの自宅でフロイトの

妻からお茶や茶菓子が振る舞われ、人類の未知な

る無意識の世界を垣間見る優越感を味わいながら

熱く討論して過ごしていたようである。この勉強

会への参加希望者は徐々に増えたが、女性が参加

を認められるまで、ミソジニーとの闘いがあった。

なお、第一の波は�つの時期に分類できる

(Thompson, 1987)。第�期(1902〜1909)は、こ

の 勉強会が「水曜心理学協会 (Wednesday

Psychological Society)」と正式に名付けられた

1902年から、徐々にメンバーが増え、ウイーン精

神分析協会(Vienna Psychoanalytic Society)と

1908年�月に名称変更され、20名の会員で構成さ

れた時期を指す。同年にザルツブルクで開催され
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た、第一回精神分析学会には42名の参加者が集

まった。第�期(1910〜1919)は、私的な勉強会か

ら国際的な組織へと変貌していった時期を指す。

1910年にニュルンベルクで第二回精神分析学会

が開催され、Sandor Ferenczi(1873-1933)の提案

で国際精神分析協会が設立され、Carl G. Jung

(1875-1961)が会長となった。その時点からウ

イーン、ベルリン、チューリッヒの各地で行われ

ていた勉強会は、各地の「協会」と位置づけられ、

そこに参加していた者は協会のメンバーとして承

認された。その数年後、ヨーロッパの�地域およ

び米国の�地域に協会が設立された。第�期

(1920〜1930)は、各地域の協会がさらに増え、14

地域に精神分析協会が設立された時期を指す。

この第�期以前に精神分析学に関わった女性が

い た。後 に 作 家 と な っ た Emma Eckstein

(1865-1924)である。彼女は、多くの書物で最初

の女性精神分析家であると紹介されている。ま

た、フロイトの最も重要な患者の一人でもある。

彼女への治療は1892年から1897年頃まで継続し、

フロイトを誘惑理論seduction theoryや事後性

deferred action の理論化に導く源となった

(Masson, 1984)。短い期間ではあったが、後に、

Eckstein自身も精神分析家となり治療を行って

いた。1897年頃のことである。フロイトは、彼女

に患者を紹介していた(Borch-Jacobsen, 2012)。

Silva & Espirito Santo(2015)によれば、彼女はフ

ロイトの次に精神分析を行った人物である可能性

が高い。彼女は「白昼夢」について探求し精神分

析理論の構築に貢献していた。

第�期においては精神分析に関わった�名の女

性がいた。医師のSophie Erismann(1847-1925)

およびMira Oberholzer-Gincburg(1887-1949)で

ある。彼女たちは、最も初期の精神分析家と位置

づけられる。二人ともJungの指導を受け、チュー

リッヒで活動していた。Erismannはザルツブル

クの学会に参加しており、1914年までメンバーで

あった。一方、Oberholzer-Gincburgは、フロイ

トに自身の患者が見た夢資料を提供し、子どもの

心理療法を開拓した一人であった。なお、彼女た

ちは「水曜会」には参加していない。

その頃からフロイトは、女性性について満足の

いく理論を打ち立てられず、女性の心理を「謎の

多い暗黒大陸」「入り込めない暗闇のヴェールに

包まれている」と捉えていた(Freud, 1926)。後

に彼は「女性は何を欲しているのかwhat do

women want」を問うたが、論文などの学術的な

場ではなく、彼の日記の中で、また個人的に、弟

子のPrincess Marie L. Bonaparte(1882-1962)に

発したとされている(Jones,1961)。精神分析学最

大の謎「女性は何を欲しているのか」に対して、

当時の女性精神分析家たちは、執筆した論文を通

して回答している。しかし、その回答をフロイト

は、理解できなかったようである(McDougall,

2004)。なぜなら、フロイトは75歳を迎えてよう

やく、女性のセクシャリティーを論文にまとめた

(Freud, 1931)が、その時点でも、彼女たちのそれ

までの見解について充分に言及することも、積極

的に議論を進めることもなされていないからであ

る。

フロイトは、自分が解明できない女性性の謎を

解明してくれることを望んでか、あるいは、自身

のエディプス葛藤をあまりかき立てないためか、

彼は多くの女性が精神分析の世界に関わることを

歓迎した。

第�期以降には「水曜会」に何人もの女性がメ

ンバーとして認められていった。たとえ、Isidoro

Sadger (1867-1942)のように、女性がメンバーに

加わることを真っ向から反対する人がいても、そ
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の甥のFritz Wittels(1880-1950)のようなミソジ

ニストが何人いても、フロイトは断固としてその

主張に同意しなかった。そして 1910 年�月に

Paul Federn (1871-1950) の 推 薦 に よ っ て

Margarethe Hönigsberg-Hilferding (1871-1942)

の「水曜会」への参加が認められ、彼女はウイー

ン精神分析協会の最初の女性メンバーとなったの

である。

Hilferdingはウイーン大学医学部を卒業した

オーストリア初の女性医師である。彼女は、当時

タブーとされていた女性の母親としての性愛体験

について、1911年�月のウイーン精神分析協会

「科学会Scientific Meeting」で発表している。彼

女はOn the Basis of Mother Loveと題した発表の

中で、生得的な母性愛は存在しないことを紹介し

ている。ただ、当時の聴衆は全員男性だったため、

彼女のこの主張は彼らには受け入れ難い内容だっ

た。彼女は、その�ヶ月後の 1911 年 10 月に、

Alfred Adler(1870-1937)が脱会すると同時にウ

イーンの精神分析協会を脱会している。

女性を、フロイト主催の「水曜会」に会員とし

て歓迎するというフロイトのこの姿勢は、精神分

析学が女性を男性と平等に扱う数少ない学問・職

業となる事を望んでいたからだと思われる。実際

「水曜会」が、その数年前まで露わだったミソジ

ニーを打ち伏せ、ミソジニーの継続を阻止する働

きがあったようである。その結果、多くの女性精

神分析家が誕生し、彼女たちも女性性の理解や組

織の構築や経済面でフロイトの人生に影響を与

え、フロイトが提唱する精神分析を支えていった。

チューリッヒから「水曜会」に出席した女性が、

ウイーン精神分析協会に認められた�人目の女性

医師、若きSabina N. Spielrein(1885-1942)である。

1911年10月、ちょうどHilferdingが去る前後のこ

とである。彼女はロシア系ユダヤ人の裕福な家庭

の出身で、1904年にJungが勤めていた病院に入

院し、彼との親密な関係が1910年頃まで継続され

ていたという経緯もあり、フロイトにとっては、

スパイのような特使のような存在であったよう

だ。SpielreinはJungとの関係を乗り越え、医師、

精神分析家となり、結婚し、子どもを生み、祖国

ロシアに帰国するまでウイーン精神分析協会の女

性メンバーであった(Appignanesi, 2008)。彼女

は、統合失調症、死の本能、時間感覚の解体など

のテーマで論文を書いている。彼女が1912年に

発表し、彼女の死後、異なる�つのジャーナルに

英訳されたほどの論文で彼女は「聖書では、死か

らの再生は『母親の子宮』を通して行われる」こ

とに注目した(Spielrein, 1994)。つまり、この論

文で彼女は、女性の子宮がもたらす力を心的に意

味づけている。彼女は端的に、去勢は、再生・生

殖と解釈できると論じ、その裏付けとして、

Victor Tausk(1879-1919)が、性交は去勢であり、

子宮によってペニスが切断される、と語った内容

を引用している。

Spielreinは、1912年に故郷ロシアに戻り、結婚

し、その後ベルリンに移り住み、子どもを産んで

いる。彼女は、精神分析学の黎明期に子どもの心

理について書いた最初の人物の一人である。子ど

もの事例にはフロイトのハンス症例、Jungのア

ンナ症例があり、その次にSpielreinの症例が挙げ

られる。彼女は1912年から子どもの恥じらいや

恐怖症、エディプスや象徴化などに関する学術的

論文を10本ほど書いている(Spielrein, 1912; 1913

など)。その中には、子どもの絵画から捉えた心

理(Spielrein, 1931)についての言及もある。この

一連の論文はAnna Freud(1895-1982)やMelanie

Klein(1882-1960)の論文より10年も遡っている。

Spielreinは1920年にハーグで行われた第�回国

際精神分析学会で子どもの言語の発達について発

表しており、その年にスイス精神分析協会の会員

に認められた23歳のJean Piaget(1896-1980)も、
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この発表を聴講していた。それがきっかけで

Spielreinは1921年からPiagetの教育分析を週�

日引き受けていた。彼はその後、ベルリンで行わ

れた第	回国際精神分析学会で、Spielreinの子ど

もの観察データに基づいて子どもの思考や象徴的

思考について発表している。同学会でSpielrein

は子どもの時間の概念の起源について発表してお

り、それが彼女の�度目かつ最後の学会発表と

なった。SpielreinとPiagetは思考と言語の起源

について共に研究を重ね、影響し合っていた。

Spielreinは1923年に再び故郷のロシアに戻って、

二人目の娘を産んでいる。1942年、ドイツ軍のロ

ストフ侵攻によりSpielreinと二人の娘は殺害さ

れた。Spielreinは30本を超える精神分析学論文

を遺し、その内容は精神病や子どもの精神分析に

ついてである(Spielrein, 1913など)。女性性に関

する論文は書いていないが、多くの女性に影響を

与え、その後の精神分析学理論の構築に大きく寄

与した人物である。そしてSpielreinこそKleinに

最も影響を与えた女性精神分析家であり、フロイ

トに「破壊の本能」を、「飢餓や愛」といった本能

と並んで位置づけることを受け入れさせた中心的

な人物でもある。

同じ1911年にもう一人の女性、若きTatjana

Rosenthal(1885-1921)がウイーン精神分析協会に

加わった。彼女はSpeilreinと同様にロシア出身

であり、チューリッヒで医師となり、精神分析教

育を受けてからウイーン精神分析協会のメンバー

と な っ た。彼 女 は 文 学 に も 関 心 が あ り

(Wermuth-Atkinson, 2012)、例えば、ドストエフ

スキーの苦悩が彼の書物に及ぼした影響について

紹介する(Van der Veer, 2011)など、作家の精神

状態の影響について精神分析的理解を取り入れて

説明している。その後、ロシアに帰国しサンクト

ペテルブルクにおける精神分析学を広めたが、あ

いにく36歳の若さで、子どもを一人遺して、自死

している。

ウイーン精神分析協会に認められた�人目の女

性がHermine Hug-Hellmuth(1871-1924)である。

1913年10月、彼女が42歳のときにウイーン精神

分析協会の「水曜会」に参加し、1924年に甥の

Rolfに殺されるまで、協会に所属し続けた。彼女

を協会に推薦したのは、他でもない Isidoro

Sadgerであった。彼はHellmuthの友人であり、

甥のことで相談に乗り、彼女の分析家でもあった、

と一部の歴史家は記載している(Geissmann &

Geissmann, 1992; Silva & Espirito Santo, 2015)。

彼女は職業的には教師だったが、ウイーン大学で

化学Chemistryの博士を取得した初めての女性で

もあった。彼女が初の児童精神分析家と認められ

た背景には1913年当時、彼女の体系化した児童観

察は、フロイトの理論を裏付けるために協会に

とって重要な意味があったからでもある。フロイ

トは、彼女が協会に入る以前から彼女の仕事を認

め、娘Sophieの子育ての助言者としてHellmuth

を推薦していた。ただ、彼女は科学的な研究方法

を重視していたと考えられる。具体的には

Granville Stanley Hall(1844-1924)のA Study of

Anger の影響、特に Hall と Alexander C. Ellis

(1871-1948)のStudy of Dollsの影響を受けてい

た。研究者としてのHellmuthは「水曜会」で初め

ての発表でも自由連想法に基づく事例研究ではな

く、実証的な研究を重視したHallの研究成果に関

連する内容を取り扱った。彼女は、フロイト理論

を取り入れて�歳の男児の夢の分析や子どものエ

ディプス葛藤などについてまとめているが、それ

らの知見は精神分析治療からでなく直接観察によ

るものであった。Hellmuthは、この直接観察か

ら子どもにはプレイセラピーが有効であると確信

し、1920年にハーグで開催された第�回国際精神

分析学会で発表した(Hellmuth, 1920)。その発表

の場にはAnna FreudおよびKleinも参加してい
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た。

ウイーン精神分析協会に認められた�人目の女

性はポーランドの裕福な家庭出身のEugénie K.

Sokolnicka(1884-1934)である。彼女は、フラン

スに子どもの精神分析療法を導入した女性として

も知られている。Sokolnickaは子どもの頃、フラ

ンス人の家政婦からフランス語を学んでいたた

め、ソルボーヌ大学に入学し、そこで生物学の学

位を取得した。同時期に College de France で

Pierre Janet(1859-1947)の心理学の講義を受けて

いた。1911年頃にチューリッヒに移り住みJung

の下で精神医学のトレーニングを受けている

(Groth, 2015)。後にJungが精神分析から去った

とき、彼女はフロイトに自身の教育分析を依頼し

た。フロイトはSpielreinと同様に、彼女を歓迎し

たようである。1914年から｢水曜会」に誘われ、

1916年にはチューリッヒの精神分析協会のメン

バーとなり、さらにはウイーン精神分析協会のメ

ンバーにもなった。その後、彼女はFerencziの分

析を受け、彼がフロイトの指導を受けるためのコ

ントロールケースの対象となった。そのため

Ferencziはフロイトと、彼女に関する議論を交わ

していた。フロイトは癇癪持ちの彼女を嫌ってい

たようだが、パリに移住した際「新フランス評論

Nouvelle Revue Francaise」という名高い文芸雑

誌の関係者に彼女を推薦している。Sokolnickaは

パリで Rene Laforgue (1894-1962) や Eduourd

Pichon(1890-1940)をはじめ、何人もの男性医師

のアナリストとなり、フランス精神分析の礎を築

いた。彼女が書いた強迫神経症を患う子どもの治

療に関する論文 Analysis of an Obsessional

Neurosis in a Child(獨1920、英1922)では、子ど

もとの治療で「疾病利得」を扱い、短期で治療効

果を上げた成果が論じられている。彼女は、子ど

もの治療を自身のアナライザンド達にも伝授して

いた。Sokolnickaは晩年、経済的窮地の中、自死

している。Sokolnickaのアナライザンドの一人、

医師のSophie Morgenstern(1875-1940)が引き継

いで、フランスにおける子どもの治療のパイオニ

アとなり、子どもに描画を取り入れた精神分析治

療を行った(Morgenstern, 1939)。そのMorgen

sternも自死した。ナチス占領直前のことだった。

ウイーン精神分析協会に認められた�人目の女

性は Sokolnicka と同様に、ポーランド出身の

Helene R. Deutsch(1884-1982)である。彼女は、

1916年にウイーン精神分析協会への入会をフロ

イトに依頼し、1918年に認められた。彼女は、

The Psychoanalysis of the Sexual Function of

Women(1925)の著書で、早期関係性における母

親との一体化、その後の母親への同一化、そして、

思春期・青年期における女性性の発達、女性にお

ける初潮や閉経や生殖機能の内的な意味づけ、女

性のセクシュアリティ、母性性の意味など、女性

の生涯の重要な転換期について精緻に論考してい

る。これは、女性性について議論される内容がほ

ぼ全て網羅しており、現在に至っても重要な著書

である。

しかし、フロイトがDeutschのこの本の重要性

をどこまで意識していたかは定かではない。この

本は、フロイトにとって受け止めやすい表現に

なっているにもかかわらず、充分に理解できてい

たとは考えられない。なぜならフロイトは、その

�年後の1931年に自身の論文Female Sexuality

で、Deutschの1930年の論文Female Masochism

and its Relation to Frigidityは認めていたものの、

Deutschの1925年の論文は認めていないからで

ある。Deutschが論じている女性のセクシュアリ

ティについてフロイトはほとんど言及しておら

ず、「彼女が前エディプスにエディプススキーマ

を当てはめようという試みに“まだ”影響されてい

る」といったやや批判的な指摘に留まっている。

しかし、フロイトは女子が生物学的に歩む女性性
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の発達については言及できていない(Schafer,

1974)。さらに、自身の論文でフロイトは男児と

母親の関係から議論を始めているが「母親とのア

タッチメントは、とらえどころがなく、かすんだ

関係」といった描写に留まっている(Freud,

1931)。その背景には、フロイト自身に多大な影

響を与えた母親が亡くなって数ヶ月後にこの論文

は書かれており、そのモーニングも含んでいるこ

とが推察される。このように、フロイトの母親へ

の葛藤および女性性を理解できない焦りが垣間見

られる。Young-Bruehl (1990)は「フロイトが

Female Sexualityの論文を、闘争的で無愛想に、

そして苛立って書いている」と述べている。

Deutschがフロイトに抱いたと考えられる違和

感は、彼女が協会に認められて約半年経った頃、

彼女よりも�歳年上で、彼女よりも�年前(1909

年)に協会に認められていたTauskの分析を引き

受けるよう依頼されたことにある。彼女にとって

Tauskは“先生”であった。Deutschが1911年に初

めて精神分析を学んだとき、Tauskは「夢分析」

セミナーの講師であった。それにもかかわらず、

フロイトはTauskに、教え子で、かつ後輩的存在

である、女性のDeutschから分析を受けるように

推薦した(Eissler, 1974)。オーストリアでようや

く女性が選挙権を得た 1919 年のことである。

Tauskには屈辱であったに違いない。フロイトの

要請にDeutschは最初戸惑ったようだが、Tausk

を初めてのクライエントとして引き受けている。

彼女はTauskとの面接を重ねるうちに、彼の類い

まれな能力に魅了され、そのことを自身のフロイ

トとの分析の中で話している。それによりTausk

に対するフロイトの葛藤はますます高まったよう

である。そこでフロイトはDeutschに、自分との

分析を中断するかTauskの分析を中断させるか

選択を迫り、Deutschは後者を選択している。そ

の後、Tauskは自死した。

DeutschにとってTauskの死は衝撃であったで

あろう。ただ、フロイトとの関係が緊迫しても、

Deutsch は 彼に反論せず、1923 年 には Karl

Abraham(1877-1925)の分析を受けに一人ベルリ

ンを訪れるなどして、フロイトと適宜距離を保ち

ながら、精神分析への理解を深めていった。その

成果が1925年の著書The Psychoanalysis of the

Sexual Function of Womenにつながったのであ

る。そして、この本が刊行された同年に、彼女は

ウイーン精神分析トレーニングインスティチュー

トの初代会長に就いた。そして、その10年後に北

米に亡命し、精神分析家として引き続き活躍する

人生を送っている。

第�期で、ウイーン精神分析協会に認められた

�名の女性達の中には、フロイトがウイーン大学

で神経学を教えていた1886〜1887頃の受講者た

ちがいた。Hilferding、Hug-Hellmuth、Deutsch

である。彼女たちは学生時代からフロイトとは顔

見知りであったのだ。

第�期に入ると、ウイーン精神分析協会のメン

バーとして承認される女性はますます増えていっ

た。1922年にAnna Freudは同協会のメンバーと

して認められた。彼女は、以前から「水曜会」に

出入りしていたという記録が残されている。

同 1922年にLou Andreas Salome(1861-1937)

が同協会のメンバーとして認められた。Anna

Freudが入会を認められたちょうど�週間後のこ

とである。彼女は1911年頃からフロイトと交流

はあった。その経緯は以下のようであった。彼女

の著作は当時のドイツの知的層には知られてお

り、彼女は知的女性としてのレジェンドであった。

彼女の小説を出版業界にいた Hugo Heller

(1870-1923)は事前にフロイトとその側近に発表

していた。その�週間後にワイマールで開催され

た国際精神分析学会にPoul Bjerre(1876-1964)に

精神分析学黎明期における女性性理論の構築に貢献した女性精神分析家たちの後進への影響

−60−



伴って、Salomeは参加した。そこで彼女は初め

てフロイトに出会ったのである。フロイトのほう

が先に彼女の魅力の虜になった。彼女の方も、人

間の深層を理解する精神分析学の虜になった。ワ

イマールでの学会の後、彼女は約半年間、独学で

精神分析を勉強し、フロイトの許可を得て1912年

の10月から1913年の�月までフロイトの講義を

受けていた。そのためにウイーンを訪れている。

そのときAbrahamは、「Salomeほど深くかつ鋭

敏に精神分析学を理解する人物に会ったことがな

い」と讃えている。彼女は、フロイトが毎週土曜

日の午前に精神科クリニックの講義室で開催して

いた「精神分析理論」の講義を受け、「水曜会」に

はプライベートに依頼して参加が認められていた

のである。その会ではフロイトにも出席者にも受

け入れられ、心地よい集団であった、と本人は回

想している。また、このときにTauskと出会い、

18歳ほど年下の彼と惹かれ合い親密な関係にな

り、彼の二人の息子とも仲良くなった。フロイト

の講義をさぼり、二人で映画に行った事もあった

ようだ。Salomeは、その後、フロイトの生涯の友

人にもなった(Vickers, 2008)。ウイーンを訪れた

ときにはホテルではなく、フロイト家に泊まって

いた。二人の間には200通以上の長い手紙のやり

とりがあったようである。

Salomeは教育分析を受けた経験はない。当時

の女性精神分析家は、おそらくほぼ全員、教育分

析を受けていたので、彼女が未経験を貫けたこと

はめずらしかった。フロイトに出会う前から

Salomeは、女性性の問題を自身の著書で扱って

おり、自身の体験や観察に基づいたフィクション

作家としての実績があったからであろう。

彼女は、女性が築く新たなアイデンティティの

表明が、女性の生活や欲求や自己イメージを変え

られるとは、考えていなかった。Salomeは女性

性の運動が意見の対立、混乱、葛藤、そして男女

間の怒りをもたらすことを懸念していた。さらに

彼女は、新たな女性のアイデンティティを早急に

形成することで、自由や自己充実感を安易に築く

ことにはならない、と強調していた(Livingstone,

1984)。つまり、彼女は、住居などの移動に伴う関

係の変化や、周囲とのアイデンティティのネゴシ

エーションこそ、最終的に、女性性の理解と確立

につながる、と発信し続けていたのである。そし

て、フロイトに、女性のセクシュアリティにもっ

と関心を向けるように影響を与えつづけた。しか

し、フロイトの女性性に対する理解を深めたいと

いう思いは満たされず、自身の理解の限界が混乱

や葛藤を招いていた、と筆者は考える。

Salomeは、Friedrich Nietzsche(1844-1900)や

Rainer Maria Rilke(1875-1926)など多くの男性と

親密な関係を持ち、精神分析内の多くの男性を魅

了し、彼らとも親密な関係をもった魅惑的な女性

であったようである。後のフェミニスト達は、

Salomeの著作物と彼女の生き方の差異を指摘し

ている。社会的にも異性関係においても彼女の自

由な生き方はフェミニストたちの指針ともなっ

た。一方で、彼女の一部のエッセイに登場する保

守的な女性は対照的な姿で描写されており、フェ

ミニスト達の批判の的となったのである。

Salome本人は、一貫してフェミニズムを批判し

ていた。以上のように、Salomeの生き方やその

生き方に至る彼女の思考と、著作に登場する女性

達に反映された女性像は対照的である(Cormican,

2009)。Salomeを批判する立場からみると彼女は

自己矛盾に陥っているように見えるであろうが、

この差異こそが、女性の無意識の複雑さを洞察し

た彼女の思索力の賜物である、と筆者は考える。

ウイーンの精神分析社会から地理的に離れたベ

ルリン精神分析インスティテュートが1920年に

ドイツで設立された際、設立時メンバーの一人に

女性医師Karen Horney(1885-1952)がいた。その
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組織は、収入の低い患者達にも精神分析療法を受

けられる機会を設けていた。精神分析療法の提供

を特権階級に留めない組織とするために運営費の

10％ が 患 者 からの治療費で、残りは Max

Eitington(1881-1943)の資産から賄われていた。

Eitingtonの貢献は経済面に留まらず、1922年に

まとめた報告書には、精神分析家は、自身が教育

分析を受けずにして、精神分析を行ってはならな

い、と記載されている。彼はこの報告書で、理論

の講義/研修・教育分析・スーパーヴィジョンと

いう�本柱、Eitington Modelを提唱しているが、

これが現在の体制の基準へと導いた。

当時のベルリン精神分析インスティテュートで

精神分析家を志す者は、構造化されたこのモデル

に守られて教育を受けていた。その環境にいた

Horney は、医学部生だった 1910 年 に Karl

Abrahamの分析を受けている。ウイーンではな

く、ベルリンに所属していたからこそHorneyは

自由に発言でき、フロイトが女性のペニス・エン

ヴィーについて取り上げていた時代に、フロイト

のその考えに、最初に正面から反論できたのであ

ろう。1922年にベルリンで開催された第	回国

際精神分析学会で発表した際、彼女はフロイトの

前で、女性性の形成にペニス・エンヴィーは中核

にあるとされているが、それはむしろ、女性性の

逸脱した発達であると断言し、女性のペニス・エ

ンヴィーをことごとく論破した。彼女はさらに

「男性には、子どもを産む機能がない、という現実

を補うために、子宮エンヴィーで悩む」と発表し

ている(Horney, 1922)。その時の彼女の論駁にフ

ロイトは沈黙を貫いた(Balsam, 2015)。当時はあ

まりに唐突かつ衝撃的で、彼の理解が追い付かな

かったことが推察される。

フロイトは後に、Horneyが指摘する子宮エン

ヴィー(Horney, 1926)は、自身がペニス・エン

ヴィーを抱いている結果である、と反論している。

さらに、女性精神分析家が、ペニスを手に入れた

いという自身の強烈な願望を充分理解していなけ

れば、患者のそのような願望の重要性の理解にし

くじる、と語っている(Freud, 1938; Schultz &

Schultz, 2009)。ただ、Horneyは、女性には男根

よりも、ヴァギナや子を授かりたい願望やオルガ

スムの願望の方が重要である、と提唱し続け、

1932 年に�人の娘と北米に移住している。

Horneyのようにフロイトを論駁すれば、たとえ

ウイーンから離れたベルリンで分析を開始し、ア

メリカに亡命後シカゴやニューヨークで精神分析

家として教育や治療に専念しても、その論駁の影

響は継続され、最終的には精神分析協会から脱会

せざるを得ない時代でもあったのである(Balsam,

2015)。

Horneyのフロイトへの関わり方は、Salomeと

真逆であったが、二人は共通して、居住地も含め

移動が多く、また多くの男性との交じり合いから、

当時の男性の本質的な考え方、そして、彼らの女

性の捉え方を見抜いた運動家たちであった。ま

た、HorneyはDeutschとも異なり、フロイトとの

違いを言語化して主張していた。しかし、両者は

共通して、女性性をその時代精神のなかで理解し

ながら、自身の見解を論文化して、自分たち女性

の見解が次世代には理解されることを期待してい

た、と筆者は推察する。

フロイトは、女性のペニス・エンヴィー理論を

重視した。このエンヴィーを確信したきっかけ

は、フロイトが詩人Hilda Dolittle(1886-1961)に

精神分析療法を(Jones によれば 1933-1934 に)

行ったことにある(Richards, 1992; 2019)。フロイ

トはDolittleのバイセクシュアリティを認め、そ

れを貫くことを推奨した。フロイトの治療が作家

としての活躍に影響を与えた、とDolittle自身が、

著書Tribute to Freud(1956)で紹介している。フ

ロイトは、彼女の治療経過から、女性のペニス・
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エンヴィーを確信したのである(Friedman,

2002)。

Ruth Jane Mack Brunswick(1897-1946)はシカ

ゴに生まれ、米国で精神科医となった1922年に、

フロイトの下で精神分析を学びながらフロイトの

分析を受けるためにウイーンに移住している。彼

女は晩年モルヒネ中毒を患いながらもウイーンの

ユダヤ系精神分析家が米国に亡命する手助けをし

ている。

フロイトは Brunswickに1938年頃まで精神分

析を行っていたようだが、彼女は1930年にはウ

イーン精神分析協会のメンバーに加わっている。

Brunswickを精神分析の治療者として一目置いて

いたためか、フロイトは自身の患者の一人である

「狼男」の症例となった男性の治療を、彼女に引き

継いで欲しいと依頼している。彼女はフロイトに

女性のセクシュアリティについて多くの示唆を与

えた弟子の一人となり、彼と討論する身近な存在

となっていった。Silva & Espirito Santo(2015)に

よればBrunswickは、女児と母親の関係に着目し

「プレ・エディプス」という用語を提唱した人物で

ある。彼女はフロイトが提唱する幼児期の性的発

達は女児も男児と同様であるという見解には同意

していた。

オランダ人精神科医 Jeanne Lampl-de-Groot

(1895-1987)は、1922年からフロイトの下で�年

間学び、フロイトや娘Anna Freudと親しくなり、

その後も交流を深めていった。彼女はフロイトか

ら学んだ後、彼の推薦で、さらに研鑽を積むため

に1925年から
年間ベルリン精神分析インス

ティテュートで過ごしている。再びウイーンに戻

り、ウイーン精神分析協会のメンバーとなった後、

オランダに帰国し、伴侶と共にオランダ精神分析

インスティテュートの発展に奮闘し、後進を育て

ている。

Lampl-de-Grootの最初の論文(1928)は、成長

過程にいる女児のエディプスコンプレックスにつ

いて論じており、晩年にもそのテーマを推敲して

いる(Lampl-de-Groot, 1982)。彼女はフロイトの

理論を独自に補足し、フロイトの女性性に関する

論文の代弁者でもあった。Lampl-de-Groot は

1933年の論文でHorneyに対してやや批判的な見

解を示し、女児が子宮を活用するのは、かけ離れ

て遠い将来のことだが、男児がペニスを活用する

のは、尿の排泄の際や、顕示欲求を満たすために、

幼いときからであると主張した。彼女のこのロ

ジックは、フロイトを安堵させたと推察される

(Springmann, 2018)。

フロイト(1931)は、女性の治療において女性患

者からの転移を受けたときに、Deutsch や

Lampl-de-GrootやBrunswickらの方が母親代理

となりやすいため、男性分析家よりも簡単に理解

で き る、と 弁 明 し て い る。フ ロ イ ト は

Lampl-de-Grootへの手紙で“I am not a feminist”

と断言しており、男性優位をほのめかしていた。

しかし、彼は新しい知見に発展的に取り組む姿勢

も示していた。独断的にならないように慎重に

なっていた側面が垣間見られる。フロイトに直接

教育を受けた Deutsch や Lampl-de-Groot や

Brunswickは、女児の精神性的発達や女性のエ

ディプス・コンプレックスについてフロイトと議

論を重ね、フロイトが理解を深めるための協力を

していた。彼女たちは、彼の女性性に関する理解

の狭さを把握していたと想定され、その上で、フ

ロイトが当時掲げた女性性に関する理解に、おお

むね従ったのであろう。彼女たちは、反論を避け

ながら、自身の女性性の理論を構築していった、

と筆者は推察する。

Joan H.V. Riviere(1883-1962)も、フロイトと良

好な関係を維持しフロイトに感謝されながら女性

性についての理論を展開した人物である。彼女は

大学には行っておらず、17歳の時に�年間ドイツ
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で過ごしドイツ語が堪能となった。23歳の時に

弁護士と結婚しており、1916 年 33 歳の頃に

Ernest Jones(1879-1958)の分析を受け、1919年

にJonesがロンドン精神分析協会から英国精神分

析協会に名称変更した際に、Riviereはメンバー

の一覧に加わっている。その直後からフロイトの

著作の翻訳を手がけており(1917〜1930)、1922年

には彼に分析を受けている。フロイトはRiviere

の精神分析への理解の深さに感銘を受け、彼の著

作の翻訳者としての立場に留まらず、彼女に精神

分析家となって自身の理解を発信していくことを

助言している。Riviereがその助言を受けた1920

年代は、世の中が徐々に女性性について言及しは

じめた頃でもある。やがてRiviereは自身の体験

も含めたWomanliness as a Masquerade (1929)を

書き上げている。彼女によれば、偽りのない女ら

しさには、ごまかしがないたおやかさがある。女

性的満足は、早期口唇期的衝動と関連するサディ

ズムの減少と、衝動がもたらす不安への取り扱い

能力にあると述べている。

また、Riviereはイギリスのエリザベス女王�

世を事例として取り上げた�冊の本を批評した。

その批評の中に、彼女は女王が幼いプリンセス

だった頃に、継母の�人目の夫から性的な誘惑を

受けた体験はプリンセスに性的トラウマをもたら

したと論じ、その時代の性被害の存在について触

れている(Riviere, 1922)。また、Riviereは、女児

が内的母親から攻撃を受ける恐怖を論じたKlein

の影響を受け、Kleinの理論の本質を代弁する卓

越した能力があった人物でもある。

ナポレオン一世の弟を曾祖父に持つPrincess

Marie Bonaparteは、精神分析における女性性の

理論を構築したもう一人の人物であり、さらにフ

ロイト家および精神分析学の歴史的資料を守った

救世主でもあった。彼女は、25歳の時にギリシア

王の息子と結婚している。強迫神経症を患ったた

め 42 歳からフロイトの治療を受けはじめた

(Bertin, 1982)。やがて精神分析家になり、フロ

イトが最も信頼し、頼れる弟子の一人となって

いった。

彼女は、フロイトが若き時代にFliessに宛てた

手紙や、忘れ去られていたProject for a Scientific

Psychologyなどの貴重な原稿が市場に売り出さ

れている情報を入手すると、即座に買い取ってい

る。老いたフロイトは、それらの資料を焼却する

ことを強く望んだが、彼女には、その意向を背い

てでも資料を後世に残す歴史的な重視性を理解す

る眼力があった。彼女は、それらの資料を戦時下

で安全に保存するために、自身の外交権を行使し

ナチス占領下のウイーンから、中立国の大使館に

移したのである。

Bonaparteは、晩年のフロイトのイギリス亡命

を準備した中心人物でもあった。彼女によってフ

ロイト家、特にAnna Freudがナチスに命を奪わ

れずに済んだといっても過言ではない。さらに、

彼女は、フランス精神分析を築いた一人でもあっ

た。彼女は多くのユダヤ系精神分析家の亡命に尽

力しただけではない。その実行力に加え、ノーブ

ルな精神が多くの仲間から慕われ、感謝された精

神分析家であった。

偉業を成し遂げたBonaparteは、論文を多数書

いている(Bertin, 1982)。彼女は、女性における

バイセクシュアリティを、性欲機能、生体心理的

機能、進化論的視点も含めて議論しており、心理

的な問題を扱う視野の広さを持ち合わせていた

(Bonaparte, 1949)。

BonaparteはHorneyと同様に、男性の女性に

対する恐れについても触れているが、フロイトは

「彼らには理由がある」といった男性の立場を擁

護する返答をしている。フロイトは、女性精神分

析家こそ、女性の「謎の多い暗黒大陸」のような

内面に理解の光を当てるであろうと指摘してお
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り、その指摘に応えるように､当時の複数の女性

精神分析家たちは、女性性について論じている。

しかし、フロイトは晩年になっても、その本質を

理解できず、女性は倫理面で劣って、消極的で、

嫉妬深く､空虚であるという見解を述べている。

彼は、自身の女性性の理解の狭さ、見解が断片的

かつ不完全で、必ずしもフレンドリーなものでは

ないと認めている。彼はさらに、女性性について

探求したければ、各自の人生経験に問いかけるこ

と、あるいは詩人に問いかけること、あるいは科

学がより深遠なより筋の通った説明ができる日を

待つように、と発言している(Freud, 1931)。フ

ロイトのこの発言は、ややなげやり的にも捉えら

れかねなく、彼の時代に生きた女性達と同様に、

女性性についての議論は次世代に託した、と筆者

は考える。

後に、フロイトの孫Sophie Freud(1924-)は、

フロイトのことを「彼の時代の男性である」そし

て「自身の理論の中では女性を二次的な対象とし

て捉えていた」と率直に語っている。Sophieによ

れば、フロイトの女性理解の限界は、彼が生きた

時代背景に起因する。しかし、時代背景でのみ説

明することはできないと考えられる。なぜなら、

同時代のJones、Ferencziらは、Horneyの見解に

賛同していたからである。フロイトの女性理解の

限界の背景には、彼の母親が結婚に至った複雑な

環境と、それに伴った彼女の葛藤を彼が幼い頃に

無意識的に読み取り、晩年になってもその母親の

葛藤がフロイト自身に与えた影響について、充分

に自己分析できずにいたことが起因している、と

筆者は考える。フロイトは生涯、自身の母親を女

性として分析しなかったという盲点が、彼の女性

性の理解の弊害となったと考えられる。

第一の波は、女性性の理解の黎明期でもある。

この時代に精神分析協会のメンバーとして留まっ

た者は、フロイトの理論の範疇から飛躍すること

は難しかったと考えられる。Rosemary Balsam

(1940-)によれば、フロイトを取り巻くウイーン

のサークルで討論されていた現代思想という仮面

をかぶった精神分析学理論には、女性をあからさ

まに価値下げした思考が含まれていた(Balsam,

2015)。このサークルで男女は平等ではなかった。

精神分析家となった女性は、ほぼ全員が現在で言

う教育分析を受けていたか、あるいは男性精神分

析家の治療を受けた女性クライエントたちであっ

た。ところが、男性精神分析家は必ずしも全員が

教育分析を受けていたわけではない。男性の場

合、教育分析経験者は半数以下であった

(Mühlleitner & Reichmayr, 1997)。精神分析に関

わった当時の女性たちは、自ずと自身の生活や人

生が周囲に露呈され、精神分析理論構築の素材と

して結果的に搾取される犠牲を払っていた。現代

であれば複数のハラスメントに該当する行為が、

男性精神分析家によって無自覚に行われていたの

である。

それに拮抗して当時を生きた女性精神分析家の

精神力も垣間見られる。自身の人生も、男性によ

る女性の捉え方も、女性性の理解につなげていた。

女性性に関する自身の考えや理論的信念を、たと

え 脱 会 を し て も、さ せ ら れ て も、貫 い た

HilferdingやHorneyたち、フロイトの男根至上主

義を適宜盛り込みつつ、自身の女性性に関する考

えを論文の中で主張し続けて、フロイトに目立っ

た反論を示さなかった Deutsch や Riviere や

Lampl-de-GrootやBonaparteたち、立場上フロ

イトの考えのスポークスマンになっていたAnna

Freud、そしてフロイトに女性性の理解を深めさ

せようとしながら、将来を見据えていたSalome

がいた。彼女たちは皆、フロイトには女性性の理

解に限界があることを把握していたであろう。異

なる立場から女性性の理解を深め、その課題に向

き合ったのが、この第一の波を築いた女性精神分
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析家たちであった。

�．第二の波：論争期

第二の波は、歴史的には第二次世界大戦後しば

らくしてから1970年後半頃までを指すと考えら

れる。この第二の波が訪れる直前に、何人もの精

神分析家がアメリカに移住していた。たとえば、

1932年にはHorneyと娘�人はアメリカの東海岸

に移り住んでいる。またその後Deutschらユダヤ

系精神分析家たちが家族と亡命している時代であ

る。

第二の波は、女性性の学術的な理解が進んだ時

代でもある。女性運動が開始された米国で

Horneyの女性性理論は、フェミニストの立場を

代弁していると捉えられ、運動家たちに受け入れ

られ、高く評価された。ところがDeutschの女性

性の理論は、その逆で、フェミニストの怒りをか

い、同じ女性を裏切っている、と捉えられた

(Brownmiller, 1975)。ただ、Deutschは、男性と

女性の避けられない違いを主張しているだけで、

どちらかが劣っているという議論はしていない。

この時期、女性および女性性に関する理解には

男女間でも、さらには男性の間でも、今より遙か

に温度差が存在していた。たとえば、Ernest R.

Groves(1877-1946)は当時、女性の地位が改善さ

れ、男性の地位とほぼ同等であると指摘している

(Groves, 1944)。彼は、男性の立場からそれまで

の米国女性の地位と比較して改善されていること

を指摘しており、実際女性がどう捉え､何を望ん

でいるかは想定していなかったようだ。しかし、

Gregory Zilboorg(1890-1959)による同年の論文

では、フロイトの男性優位主義は偏見を助長させ、

フロイトは母系制度や女性に対する男性の敵意な

どの問題を認識はしていたが、議論できずにいた、

と 考 察 し て い る (Zilboorg, 1944)。さ ら に

Zilboorgは「男性には父性が育つ。男性が子ども

を宿せる母親になれたとしたら最強であっただろ

う。なぜなら、父性は母親への同一視からもたら

されるから」と指摘している。そして女性のペニ

ス・エンヴィーよりも､男性の女性エンヴィーの

ほうが精神発生学的に古く、より基本的である、

とも指摘している。

この頃はアメリカでもヨーロッパでもKleinら

が提唱した母子関係やその視点から捉えた女性性

の理解が中核となった時代である。つまり、男児

も女児も発達早期には母親をまず求めることが強

調された。Kleinらの理解は、確実にSimone de

Beauvoir(1908-1986)ら多くのフェミニストや女

性性を探求している精神分析家たちに、広範囲に

影響を与えていった。そのBeauvoir(1949)は神

話を例にして、男性が女神のように母を絶対的な

他者として位置づけることで距離を置く必要性

や、男性が母親に対する鎮圧された恐怖を抱くと

述べ、フェミニズム運動の先駆者となっていった

(Beauvoir, 1949)。

ただ、世の中は、まだ男根至上主義の影響下に

あった。発達段階における男根は過大評価され女

性器は存在すら否定され、男根は乳房と結びつけ

て部分対象として捉えられていた(Stein, 1961)。

Steinによれば、男根過大評価を下すことで男性

は、母親と距離を保つことが可能となり、それは

彼女との融合の危険性を断ち切るための防衛手段

であった。彼は、男性が母親を含む女性の女性性

を否認し、男根的母親を否認することは、母親と

の融合願望を防衛するニーズの副産物である､と

捉えていた。

なお、1960年代の後半は、アメリカのフェミニ

ストたちが父権的で権威的な精神分析を批判して

いた時代でもある。しかし、家族に関連するテー

マ、特に母-娘の関係に関心が向けられたため、同

じ精神分析でも、対象関係論には好意的であった。

対象関係論はアメリカのフェミニズムを代弁する
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理論の源として引用されるようになった。ただ、

1970年代半ばになると、批判の勢いも穏やかにな

り、精神分析的なフェミニズムを築いていくこと

に注目が向けられ、後に、「ジェンダーアイデン

ティティ」と呼ばれる「ジェンダーの社会的構成」

の探求に注目は向けられていった。

第二の波の終わりの頃のアメリカで、Nancy

Chodorow(1944-)が、ジェンダーについて精神分

析学及び社会学の視点から執筆した著書

Reproduction of Motheringは大きな反響を得た

(Chodorow, 1978)。同書は伝統的な精神分析の

理解に疑問を投げかけ、後の多くのフェミニスト

たちに引用された(Young-Bruehl, 1998)。彼女

は、伝統的な精神分析では女性のマザリング＝育

児に対するもがきや努力についての言及がないこ

とを提起した。さらに、それまでほとんど議論さ

れてこなかった女性のマザリングが、何世代にも

わたって再生されているという知見を明らかにし

ている。その後もChodorowは著書の中で、社

会・人類学出身の精神分析家として、母親の影響

力に焦点を当て、女児は母親との自己愛的一体感

を体験すると述べている。彼女によれば、母親は

娘を他者として捉えるというよりも、母親の延長

線上に母親の複製として娘がいる、という母娘の

関係性がある。この一体感は、同性の友人との親

密な連帯感へと移行して継続され、同性の友人に

よってようやく母親との自己愛的な一体感から逃

れられるようになる、と彼女は指摘している

(Chodorow, 1989)。その反面、母親は息子を当初

から“他者”として捉える一方、息子は母親との分

離を試み、つながっている感覚を防衛的に否認す

る、と論じている。Chodorowは母娘の“地続き的

な一体感”について明確に提示した人物である。

自我理想の理論構築で知られているフランスの

精 神 分 析 家 Janine Chasseguet-Smirgel

(1928-2006)は、女性が去勢されて無力であると

いうフロイトの指摘とは正反対のイメージを幼い

子 ど も は 母 親 に 抱 く、と 指 摘 し て い る

(Chasseguet-Smirgel, 1964)。彼女によれば、男

であろうと女であろうと、子どもであろうと大人

であろうと、本人が母親を潜在的に危険な対象と

捉えていようが保護的な理想の対象と捉えていよ

うが、いずれにしても母親というのは強靭な存在

である(Chasseguet-Smirgel, 1993)。

Joyce McDougall(1920-2011)は、女性の身体的

な構造として性器が隠されていることから、女児

は、その部位を視覚的に確認することができない

と指摘し、さらに彼女は、女児にとって赤ん坊の

時から体験している性的感覚や興奮の源となる身

体的な位置の理解が難しく、クリトリス、ヴァギ

ナ、尿道などからの内的な刺激感覚がややあいま

いになる、と指摘している(McDougall, 2004)。

女性には去勢不安が生じないとフロイトは当時考

えていたが、今ではこの考えは完全に反論されて

おり、女性は、実際にはもっと激しくより浸透的

な不安を、自身の性的興奮を抱く身体全体の“内

的な空間”で感じている、とMcDougallは反論し

ている。

第二の波では、精神分析理論に反論や反発した

り、活用したりすることで、フェミニズム運動が

活発になった。そして、女性性の理解を周囲に忖

度せずに発言できる時代となった。この当時も精

神分析の男根至上主義的な理論が継続していたか

らこそ、女性運動家たちは標的を描きやすく、そ

の標的と闘う姿勢を原動力として団結し、フェミ

ニズムのムーヴメントがより活性化した。それは

ある意味で、精神分析学がフェミニズム運動に対

して、意図しない貢献をしたことになる。また、

フェミニズムの運動があったからこそ、女性性の

発達や女性の内的な体験が理論的に構築され、そ

れまでの理論に修正が加えられ新たな理論が加わ
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るきっかけとなった。それは、フェミニズム運動

が精神分析学に対して､意図しない貢献をしたこ

とになる。

この時期には女性同士による女性性の論争も見

られた。その様々な論争から生まれたのが、ジェ

ンダー・アイデンティティという新たな概念であ

る。生物的な男女の区分に留まらない、さまざま

なジェンダー・アイデンティティの概念的位置づ

けや許容が芽生え、それが現代のLGBTの社会的

認知につながっていった。これは、ちょうど弱者

に支援の手を差し伸べたMother Teresa(1910

-1997)に1979年ノーベル平和賞が授与された時

期でもある。

�．第三の波：共有期

第三の波は1980年代から2000年代に至るまで

世界中で巻き起こった社会的な波である。象徴的

な例としては国連がスポンサーとなって1975年

か ら � 年 に 一 度 開 催 さ れ て い る World

Conference of Womenが挙げられる。バックラッ

シュによる後退の危険にさらされながら、女性の

人権運動は継続されている。

1960年代以降のアメリカの女性運動について、

作家Susan Faludi(1959-)は著書の「バックラッ

シュ―逆襲される女たち」(1991)で振り返り、女

性の社会進出や社会的成功の弊害になったのはマ

スメディアである、と断言している。また、1970

年代における女性の地位向上の動きは、マスメ

ディア主導によりバックラッシュ、つまり“巻き

戻し”を受け、それが繰り返される危険を克明に

紹介している。バックラッシュの全体的なストラ

テジーは、被害者である女性を非難し、その責任

を女性に負わせるという巧妙な手口である。女性

解放運動自体が1980年代の女性に様々なわざわ

いをもたらした、という歪んだ展開をしていると

Faludiは論じている。さらに彼女は、女性に対す

るバックラッシュは、いつでも発生する危険性を

はらんでいる、と1991年の彼女の金字塔的な著書

で警鐘を鳴らしている。

またJudith Butler(1956-)は、第三の波を代表

するフェミニスト思想家で、自らが同性愛者であ

ると告白し、ジェンダーとセクシュアリティにつ

いて多角的に研究を推し進めた中心人物である。

彼女は、それまでのフェミニスト運動が、性別と

ジェンダーという硬直化した二分化水準に留まっ

ていることに反論している。さらに彼女が「異性

愛は人為的につくりだされたものだ」と主張する

クイア研究queer theoryの理論的支柱になった

ことで、LGBTへの理解が世間に広まったのであ

る(Butler, 1990)。

この第三の波は、女性運動と精神分析学が歩み

寄る時期でもあった。その中でも、精神分析学を

フェミニズムの中に取り入れて活躍する人たち

と、フェミニズムを精神分析学の中に取り入れて

活動する人たちがいると考えられる。

Susie Orbach(1946-)は前者である。第�の波

についてOrbach(2018)は、その前の第二の波で

は、充分に実現できなかったME TOO運動が可

能になったと述べている。彼女は、女性が自身の

被害体験を隠蔽せずに発信する勇気を推奨し、弱

者の立場を変える運動を支援してきた。彼女は精

神分析家であり「Hunger Strike」や「Fat is

Feminist Issue」など肥満を女性の問題として扱

われていると論じた著書を書いている(Orbach,

2009)。彼女の書物は広くフェミニストたちに読

まれているが、精神分析の方では、彼女の女性性

に関する論文は滅多に引用されていない。彼女

は、女性が父性支配主義的な物の考え方を吸い込

むように育てられた際の結末について論じてい

る。このように育った女性は自身のもろさなどに

敏感になり、他者を支援することで自身の満たさ

れない欲求を充足し、女らしく振る舞い、自身の
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欲求に対しても、自身の身体に対しても、セクシュ

アリティに対しても、どこかぎこちない思いを抱

く、と指摘している。

Jessica Benjamin(1946-)は後者である。彼女

は、フェミニズムへの歩み寄りに最も貢献した精

神分析家であり、フェミニズムやジェンダーを精

神分析の中で位置づけていった。Benjamin は

Chodorowと同様に、万能的な母親のパワーへの

反乱及び分離の象徴としてペニス・エンヴィーを

捉えており、前エディプス期における女児の母親

との関係を重視している(Benjamin, 1988)。さら

に彼女は、伝統的なフロイト理論は不可避的に父

権制によるジェンダー関係を再生させ「支配と服

従」「男性の論理性と女性の脆弱性」の二極が特徴

であると指摘し、女性が自由を獲得するための奮

闘について振り返っている。

この第三の波では、母-娘関係など、一個人から

関係性自体に焦点が当てられ、異なる人種や異な

るセクシュアルアイデンティティにも関心が向け

られ、ファーリックな論考対象を基準とした議論

に留まらなくなった。

精神分析学とフェミニズムの歩み寄りを後押し

したのは、国際精神分析協会の中に女性性に特化

して議論をする組織Committee on Women and

Psychoanalysis(COWAP)が1998年に創設された

ことにある。その組織的な取り組みも影響して、

女性性の理論は厳密なフロイト精神分析的聖典か

ら軟化することが許容された。例えば、100年前

では認められなかったHilferdingの妊娠/出産/

子育てにおける女性の肉体的存在の影響につい

て、今では自然に受け入れられ、新しい理解とし

て組み込まれるようになった。現在、COWAPは

男性性や女性性の二極に留まらず、広くジェン

ダーの問題やセクシャルマイノリティも、テーマ

として扱う会として発展している。

COWAP設立に尽力した一人Alcira M. Alizade

(1943-2013)は、McDougallのスーパーヴァイジー

であり、ラテンアメリカCOWAPの共同委員長を

1999 年から�年間務め、全 COWAP委員長を

2001年から2005年まで務めた人物である。彼女

は母親への羨望や、女性性の拒絶、性的マイノリ

ティなどについて発信しつづけた。

彼女は、フロイトがペニスを引きつける女性器

「ヴァギナ/子宮羨望」という考えに全く思いをめ

ぐらさなかったことを指摘している。Alizadeに

よれば、フロイトのフェミニズム論は、「見えてい

るモノ＝ペニス」が女性には「ないため」に嫉妬

しているという考えに留まっている。女性の身体

には、形が固定されていない流動的なものや、透

明であったり、隠されていたりして「見えていな

いものが、存在する」という「秘められた神秘性」

の魅力や危険なファンタジーを抱かせる力につい

て、さらには赤ん坊を「包含/出産」する能力につ

いて、フロイトは言及できなかった、とAlizade

は指摘している(Alizade, 2002, 2003; McDougall,

2004)。

Danielle Quinodoz(1934-2015)は、男児の去勢

コンプレックスと同様に、女児には女性性器切断

コンプレックス female genitalia amputation

complex が存在する、と論じている(Quinodoz,

2003)。Quinodozは、女児が自身の本当のアイデ

ンティティを失う不安の背景に、性器が切断され

る不安よりも深刻な不安があると指摘している。

彼女によれば、女性が自身の性器が切断される無

意識的不安を抱く場合、少なくとも性器の“象徴

化”は保持され、この“象徴化”機能があれば、女性

としての身体性やイメージを抱くことができ、女

性としてのアイデンティティの感覚は形成され

る。しかし、性器の存在自体を抑圧したり、否認

したりして、自身のモノとして認識できない女性

は、“性器によって象徴化する”機能が剥奪されて

おり、たとえ無意識であっても切断の恐怖などは
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抱かないまま、それより深刻な不安が生まれる、

とQuinodoz(2003)は指摘している。

この場合、女性に性器に関する知的な理解が

あっても、体内の身体的な空想や象徴化ができず、

女性としてのアイデンティティを伴った情緒や実

感が持てずに、女性器を生命なきlifelessな花瓶や

壺のように捉え、受け身的で制止したモノを入れ

る「モノ」として受け止める。その結果、どの対

象とも生き生きとした交流が持てない“モノ＝女

性器＝オンナ”となるとQuinodozは論じている。

第三の波では、社会学的視点、ジェンダーアイ

デンティティ、女子・女性の精神分析治療から導

き出される新たな理論が女性性の理解に組み込ま

れていった。

�．第四の波：発言期

第四の波は、21世紀に入ってから現在に至って

いる。ちょうど、Ellen Johnson Sirleaf(1938-)、

Leymah Roberta Gbowee (1972-)、Tawakel

Karman(1979-)ら�名の女性たちが主張した「女

性の安全及び平和構築活動に女性が全面的に参加

できる権利を求める非暴力活動」を称え、2011年

にノーベル平和賞が授与された直前から開始され

た。この受賞は、見過ごされてきた女性の苦悩と

権利獲得に目が向けられた象徴的な意味も包含し

ている。その影響が広がり、2014年にはMalala

Yousafzai(1997-)の「パキスタン児童と青年への

抑圧に対する戦い及び児童の教育を受ける権利へ

の貢献」が称えられ、さらに2018年にはNadia

Murad Basee Taha (1993-)の「戦場や紛争におい

て兵器として用いられる性暴力を終結させるため

の努力」が称えられ、彼女たちにノーベル平和賞

が授与された。この授与にはこれまで、強者側が

都合良く否認してきた弱者側の声無き苦しみに、

彼女たちが被害者として声を上げたことで、世の

中が動き始めた象徴的な意味が含まれる。

第四の波では、ソーシャルメディアを活用した

ジェンダーの平等性が発信されるようになった。

人種差別を含む、全ての差別や不平等性の撲滅を

目指した社会運動が、特に女性から発動されてい

る。

しかし、精神分析学における女性性の解明は、

まだ充分とは言い難い。Rafael E. Lopez-Corvo

(1934-)は、女性の普遍的原理の存在を指摘し、女

性が自己解明へと向かう道を塞ぐ障壁を見極め、

自身に適したアイデンティティや特異性を見いだ

す必要があると指摘している(Lopez-Corvo,

2014)。

全ての女性が自責の念に駆られることなく、イ

ンプリンティングや生殖の力を行使する権利が与

えられていることを自覚しはじめたときに、また

嫉妬恐怖や罪悪感やマゾヒズムを抱かずにそれら

を自身の内的な価値として見出し始めたときに、

女性の真のアイデンティティが明らかになってい

くであろう。たとえ、女性の内面が「謎の多い暗

黒大陸」から多少は脱したとしても、女性の真の

アイデンティティの到来まで、女性の体内に宿す

心的空間は男性にとっても女性にとっても人跡未

踏terra incognitaのままである。
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